
←基準 

ニコジェットスチーマーは 

←基準の１０倍の除菌力を発揮 

＜エビデンス＞  

A ₀値 の 規 格  

洗 浄 ・ 消 毒 装 置 の 工 程 の 保 持 時 間 と 洗 浄 温 度 を 組 み 合 わ せ る 事 に よ り 熱 水 消 毒 が 可 能 と な る 。  

保持時間：分 保持時間：秒 保持温度：℃ A₀値

1分 ６０秒 80℃ 60

100分 6,000秒 70℃ 600

10分 600秒 80℃ 600

１分 60秒 90℃ 600

５０分 3,000秒 80℃ 3,000

５分 300秒 90℃ 3,000  

W F H S S（ W o r l d  F o r u m  f o r  H o s p i t a l  S t e r i l e  S e r v i c e ） で は 、 B 型 肝 炎 ウ イ ル ス な ど 耐 熱 性 の 病 原 体 に A ₀値 3 , 0 0 0 が

推 奨 さ れ 、 国 際 規 格 （ I S O） で も 手 術 用 器 具 に は A ₀値 3 , 0 0 0 以 上 を 要 求 し て お り 、 世 界 的 な 基 準 に な っ て い ま す 。  

ち な み に 、 世 界 で 最 も 厳 格 な の は 医 療 大 国 ド イ ツ で 、 自 国 の 基 準 を A ₀ 値 1 2 , 0 0 0 に 定 め て い ま す 。  

国 際 規 格 （ I S O） で 規 格 の 明 細 を 見 て み る と  

規格 ISO15883-2 ISO15883-6 ISO15883-3

A₀値条件 A₀値＝3,000以上 A₀値＝600以上 A₀値＝60

一般対象器具 手術用具・麻酔用具等 容器・非侵襲的用具等 便器・容器等
 

以 下 の 表 が A ₀値 概 念 と ス ポ ル デ ィ ン グ の 法 則 ・ 消 毒 レ ベ ル を 相 関 さ せ る 表 と 言 え る か と 思 い ま す

が 、 高 水 準 消 毒 と 中 水 準 消 毒 の A ₀値 分 類 に 関 し て は 、 消 毒 レ ベ ル と の 相 関 で 表 し に く い 部 分 も あ

り I S O の 規 格 で 運 営 す る の が ベ ス ト と 言 え る の と 医 療 器 具 の 消 毒 ・ 滅 菌 処 理 を 行 う 前 に は 、 あ ら

か じ め 十 分 な 洗 浄 を 行 う こ と が 重 要 で す 。そ の 後 、ス ポ ル デ ィ ン グ の 分 類 に 従 っ て 最 終 処 理 方 法 を

決 定 し ま す 。  

ま た 、変 性・固 着 し た タ ン パ ク 質 は 洗 浄 し に く く 洗 浄 を 実 施 し て も 残 留 し や す い た め 、そ の 後 の 消

毒 ・ 滅 菌 不 良 の 原 因 と な り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。  

そ し て 洗 浄 で き な い 医 療 器 具（ 電 気 メ ス の ホ ル ダ ー・ポ ー ン ソ ー・ド リ ル な ど ）の 消 毒・滅 菌 に 関

し て は 、生 埋 食 塩 水 ま た は 消 毒 用 エ タ ノ ー ル を し み 込 ま せ た ガ ー ゼ な ど に よ り 清 拭 し た 後 、酸 化 エ

チ レ ン ガ ス 滅 菌 も し く は 過 酸 化 水 素 ガ ス プ ラ ズ マ 滅 菌 を 行 う 事 を お 勧 め い た し ま す 。  

以上のA₀値概念とスポルディングの法則・消毒レベルを相関させると 

スポルディングの法則 消毒レベル A₀値 一般対象器具等

ノンクリティカル 低水準消毒 60以上

酸素マスク

膿盆

ガーグルベースン

吸引瓶

薬杯

便器・尿器

乳首

血圧計

人工呼吸器

麻酔器回路

軟性内視鏡

咽頭鏡ブレード

バイトブロック

ネブライザー

クリティカル 滅菌 —
手術器具

注射器・ 穿刺などの器具

セミクリティカル

中水準消毒

高水準消毒

600以上
膀胱鏡

哺乳瓶

 


